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組合員の皆さん、新年明けましておめでとうご

ざいます。支部執行委員会を代表して、新年のご

あいさつを申し上げます。

労働運動における昨年の特筆すべき事件は、な

んと言っても、警察権力が全日建連帯関生支部の

役員・組合員たちを、再逮捕も含めて延べ４６人

も不当逮捕した大弾圧事件です。この弾圧の本質

は、産別労働運動への弾圧、大資本に対抗する協

同組合活動への弾圧などと共に、「共謀罪適用の

リハーサル弾圧という側面」（１２.６秘密保護

法対策・共謀罪対策弁護団声明）があり、資本・

権力の悪らつな労働運動つぶし・市民運動つぶし

と言えます。私たちは、各級議員、弁護士、市民

運動家などと共に共謀罪の先取り弾圧を許さない

陣形を構築して、闘いを強化する必要があります。

さて今年前半は、４月の統一自治体選挙、５月

の天皇代替わり行事、６月のＧ２０大阪サミット、

７月の参議院選挙（及び「大阪都構想」の再住民

投票）と、重要な政治日程が目白押しです。

改憲発議が遅れて焦っている安倍内閣は、これ

らの政治日程が終わった秋にも、憲法９条に自衛

隊を明記し、「緊急事態条項」を新設している等

など、極めて反動的な自民党改憲案を画策してい

ます。あるいは、通常国会での強引な発議も否定

しきれません。

私たちは今年、各級選挙に勝利し、院内外で立

憲野党と連携して、自民党改憲案を憲法審査会へ

出させない、そして改憲発議をさせない闘いを強

化しなければなりません。

同時に労働現場では、「働き方改革法」の空洞

化や、４月から施行される「出入国管理及び難民

認定法」によって大幅増加が予想される外国人労

働者との連帯、そして辺野古新基地建設反対等、

アメリカ追従、日本の軍事大国化に反対する闘い

を強化する必要があります。さらには原発再稼働

反対、水道・農業・漁業など多くの分野における

「民営化」という名の（海外）資本への日本資産

の売り飛ばしなど、安倍政権の“亡国政治”を許

さない闘いも必要です。

課題は多岐にわたっていますが、今が、正念場

です。共に奮闘しましょう！

執行委員長 樋 口 万 浩
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澄んだ空気と青い空がとても冬

らしい中、海の子ふれあいもちつ

き大会は開催されました。

青年部のメンバーはそれぞれの

仕事をしながら、子どもたちが餅

をつくときのとても大きい声援と、

かけ声に笑顔になれました。もち

つき大会は進んでいき、模擬店も

始まり、おでんやフランクフルト

を美味しいと食べているのを見て、

またもほっこり。

午後からは、座談会、ドッジボー

ル、紙芝居を行いました。ドッジ

ボールでは寒さに負けず元気いっ

ぱいな子どもたちと対戦し、勝っ

たり負けたりのいい試合を繰り広

げました。あちこちから飛び交う

声援には大人たちを応援する声も

あり、距離がとても縮まるドッジ

ボールでした。楽しい時間があっ

という間に過ぎ、閉会式の時間に。

子どもたちからのお礼の言葉や、

サンタクロースからのクリスマス

プレゼント。子どもたちのいい思

い出になればと思いました。

このもちつき大会で、たくさん

の子どもたちと対話したり、ふれ

あうことは貴重で、ほかではでき

ないと思います。過去の青年部メ

ンバーを子どもたちも覚えている

ようで、話しかけられることも多

く、絆が脈々と受け継がれてきた

ように感じます。

子どもたちの一生懸命さを見て

いると、達成感にあふれて、笑顔

になれます。まるで子どもたちか

ら元気をもらっているかのようで

した。自分たちがそう感じている

ように、子どもたちも何か感じて

もらえていると思います。次回も

逢える時が楽しみで、まるで今回

つきあげたお餅のように、粘り強

く、伸びても離れないような関係

でいたいと思います。

伊 藤 悠 太（此花荷役分会）

昨年12月２日(日)、海の子学園

の餅つきに参加してきました。去

年は前日準備だけの参加で、当日

は２年ぶりに参加しました。

私はフランクフルト作りに参加

し、先輩方の指示に従いフランク

フルトを焼きました。子供たちに

は大好評で、行列ができる程で出

来映えは良かったと思います。マ

スタードをかけるかかけないかで

友達と軽い口論してる子供たちが

いましたが、フランクフルトを食

べると仲良く手を繋いでる姿を見

ると、上手くできて良かったと心

から思いました。

午後からは座談会に参加しまし

た。まず自己紹介をし、３班に分

かれて座談会が始まり、私は中学

生・高校生の班に入って座談会を

しました。

女子中学生に私の過去に思った

りしてた事や、なぜそうしたかを

ズバズバ当てられ、「この人、俺

の過去なんで全て分かってんの？」

と思いました。

高校生にはすごい感心というか

尊敬をもしました。それは夢があっ

て、働きたい仕事がある事を真っ

直ぐに伝える姿にでした。私の高

校生時代と比べるととても輝かし

く、すごいなと感心しきりでした。

一応、人生の先輩としてもっと勉

強しとけば良かったと思ったこと

とか、免許等は早くに取りに行っ

た方が良いよ！とかアドバイスを

送り、座談会は終了しました。

終わってからの反省会は、今後

に活かすため、反省点などを海の

子の先生方と語り合い、私も今回

参加して本当に良かったですと感

想を話しました。学園から出して

頂いたサンドイッチがめちゃくちゃ

美味しかったです。

社会人になりこういう機会が本

当にない時代、子供たちとふれあ

う事で楽しみや勉強させられる部

分を、分かち合えて本当に良かっ

たと思います。また来年も、参加

しようと思う１日でした。ありが

とうございました。

水 口 亮 太（サンユー分会）

▲学園から届いたお礼の色紙
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昨年10月1日より、リクサスト

ラスト分会として新たに旗上げさ

せていただきました。

私自身の主な業務は倉庫内作業

になります。入社して８年余りに

なりますが、日々少人数での長時

間労働、作業量の増加に伴う休日

出勤、高齢化によるベテラン社員

の退職など労働環境は悪化して行

くばかりです。

個人でも賃上げや人員補充など

労働環境の改善を訴えてきました

が、全く取り合ってもらえません

でした。私自身も年齢を重ねて行

く中、将来への不安が常に頭をよ

ぎっていました。

そんな中ある時、会社に全港湾

と書かれた赤い旗が掲げられまし

た。そこにはグループの親会社で

ある（リクサス）の名前が入って

いました。その時初めて全港湾と

言う労働組合を知りました。そし

てリクサスの分会長に話を聞いて

いただいた際に「よしわかった、

もう心配するな」と言ってくれま

した。

程なくして大阪支部の方が会社

に来られ、その後も何度となく様

子を見にきてくれたり、何度も話

を聞いてくださって、さまざまな

形で皆様にお世話になり、現在に

至っております。

分会として、まだ始まったばか

りですが、今後は皆様と共に、き

ちんと会社と向き合って、全港湾

の一員として頑張っていこうと思っ

ております。まだまだ身近にも私

の様に不安や悩みを持っている人

や労働組合の存在を知らない人も

たくさんおられるかと思います。

今後は、そういった人に声をかけ

て、同じ思いの仲間を増やして少

しでも全港湾という組織の力にな

れるように努力して参ります。

分会長 廣 瀬 尚 巳

2009年４月に大阪本社11名で全

港湾大阪支部に加入し、翌月５月

に鈴鹿営業所の20名が加入しまし

た。その後、狭山営業所（埼玉）

と仙台営業所から浜松営業所と合

わせ約45名が加入しました。

2010年８月に夏季一時金未払い

で労働審判開始、同年11月に会社

が10万円を支払う事で和解しまし

た。

2010年２月、全港湾大阪支部を

紹介し、誘った分会員本人が会社

は辞めないが、組合を脱退しまし

た。会社はこれを機に組合をなく

そうと考えて、まず、現場作業員

に定時で仕事を終わらせ、一切残

業をさせなくなりました。職場集

会の中で分会員から「１ヶ月くら

いは我慢できるがそれ以上は無理、

やっていけない」との意見が出て、

分会は団体交渉において元に戻す

よう、交渉を重ねましたが、会社

は仕事も外注に出して、仕事も減

らしてきました。会社はさらに運

転手にも残業カットを行ってきま

した。結果、脱落者が続き、会社

を辞めた者、組合だけ辞めた者、

定年退職者など、約２年間で大阪

で９名、鈴鹿は13名、浜松１名、

狭山１名が脱退し、大阪２名、鈴

鹿７名になりました。

当時の給料体系は日給月給制で

あり、残業しないと生活に必要と

する給料にはならなかったのです。

現在は月給制となりました。

2011年３月、東日本大震災によ

り、死者や行方不明者こそは出な

かったが、仙台営業所が被災、事

務所も職場も流され、働く事すら

できず分会員12名は退職を余儀な

くされ、解散となりました。

2013年５月大阪本社で、やはり

会社のやり方には納得できないと

１名が組合に復帰しました。

2018年１月に約７年働いている

日雇いの２名に対し、組合加入を

働きかけ、山田副委員長に相談し

て２名に会っていただき、正社員

化の方向で行くから大丈夫だと力

強い言葉をもらいました。春闘交

渉の時に待機し、最後に部屋に入っ

てもらい、２名の加入書を提出し、

会社に正社員化をもとめました。

翌週、交渉を行い、２名の正社員

登録協定を、８月28日付けで結び

ました。

現在、中井商店分会は大阪本社

と鈴鹿営業所で頑張ってます。大

阪、鈴鹿とも年齢も高く、定年者

も増えてくるため、定年延長を要

求していますが、会社は認めない

ため、「定年60歳、再雇用65歳ま

で」を実現すべく、分会へのさら

なる補充と、組織強化、拡大を各

支店・営業所に拡げて、今年も頑

張っていきたいと思います。

分会長 竹 山 保 彦
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現在18名の分会員ですが、本当

の意味での組織として真剣に取り

組み、会社との労使関係と信頼関

係を持てたのは最近の事です。３

年前は５人だけの分会でした。

当初の考え方は会社を潰してや

ろうなどと、会社との労使関係ど

ころか、まともに取り合ってもら

えないような関係で、会社からは

嫌がらせや差別配車、残業減らし

など兵糧攻めが当たり前の日々で

した。まさに回りは敵ばかりで、

同僚にも変な目で見られるような

雰囲気の中、仕事をしていた気が

します。

そんなある日、分会危機の壁に

ぶち当たり、団体交渉拒否の事態

に持ち込まれました。組合の権利

である団体交渉ができなくなった

時、分会が大きく姿勢の方向転換

をしたことを思い出します。

それからが本当の意味での労働

組合として機能しはじめ、組織力

や労使関係、信頼関係の大切さを

知るきっかけとなったのだと思い

ます。

現在は、良好な労使関係と信頼

関係のバランスはよく、互いに共

存共栄しています。これまでの異

常な労働時間や働き方を改善し、

安定した仕事と安定した生活の中

で生きていく重要性を労働組合で

教えていただきました。

少しずつ安定した収入と協定書

に基づく基本的ルールの取り組み

や生活保障の充実、会社と共に労

働条件の向上を図る事により、社

内での取り巻く環境は一変してい

るのを今では実感しています。

分会に少しずつ、力がつき組織

力を身にまとったとき、必然と分

会員は増えていきました。社内で

オルグしていた時は、誰も見向き

もせず拒絶し恐れてさえいた人た

ちですが、今ではそんな人たちが

興味津々のようです。

分会強化、拡大は自分たちの行

動の成果だと思っています。会社

の中には、労働組合と言うものを

誤解している社員もたくさんいま

すが、あまり意識せず肩ひじ張ら

ずに一生懸命努力して楽しく頑張っ

ていきたいと思います。

分会長 南 野 一 樹

No.327け つ

会社には当時、一時的なパワハ

ラとは違う「差別」と「偏見」と

いう理不尽な事が繰り返されてい

ました。

役員から“白"と言われている

人は何をしても過大評価され、役

員から“黒"と言われている人は

何をしても批判されてしまう状況

が続いていました。結果、何の努

力もせず、ひたすら役員から白と

言われる事が正しい選択とされ、

管理職と呼ばれる白の使者が黒を

批判する。そんな悲惨な状況が続

いていました。僕は白とされてい

ましたが、そんな状態をずっと異

常だと感じて、他の管理職の事が

理解できなくて苦しみました。

会社には秘密で、話の合う仲間

と年に数回飲み会をして愚痴を言

い合っていました。今思えば協和

化工分会の前身ともいえる親睦会

「Ｍ会」の誕生でした。具体的な

救済策も無く、そんな事でしか自

分を守れなかったんだなと思いま

す。そんな頃、近隣の光南鉄工分

会の組合旗があがっているのを見

て、全港湾に相談に行きました。

協和化工分会の結成に向けて３ヶ

月。分会長は分会の前身であるＭ

会の発起人である僕がやるべきだ

と、他のメンバーから背中を押さ

れて、僕が選任されました。

支部執行役員の方がたと会社へ

結成通知する時は、もしかしたら

結成できずに潰されるかもしれな

い。警察が来るかもなどと、想像

だけが膨らみ、執行役員の方がた

もいつもとは違い、すごく怖かっ

たのを覚えています。

分会は９名でスタートしました。

結成されて３ヶ月、まだまだ勉強

の毎日です。分会員の意見も多岐

にわたりますが、そのバランスを

取るのが大変だなと感じています。

私は、分会長としてメンバーの意

思を尊重し、１人でも納得できな

い時は、その１人を説得し、納得

してもらうまでは強引に話は進め

ない。誰ひとり置いていけない永

遠の仲間であると思っています。

会社と闘う時にも、分会を拡大す

る時にも、遠回りな様で１番最善

なんだと自分自身に言い聞かせて

ます。

吉本・横山両執行委員にも色々

教えてもらいながら、人間力も高

めていけたらと思っています。

本年もよろしくお願いします。

分会長 松 本 稔


